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 目的:臨床的に一本のみならず二本以上の主幹冠動脈の閉塞にも耐えて生存する例が認められて
 おり,それには冠動脈間吻合の形成する副血行路が重要な役割を演ずるが,この際適切な吻合供給
 血管の存在が必要条件となる。しかるに,ある主幹冠動脈に閉塞が生じた場合,どの主幹冠動脈が
 副血行路供給源としてどのような態度をとり,いかなる役割をはたすかという副血行路供給源に関
 する知見は現在なおきわめて少なく,漠然と隣接冠動脈が毛細血管または前毛細血管レベルで血液
 を補給するであろうと推測'されているにすぎない。そこで著者は,一本の主幹冠動脈のみならず,
 時期を異にした二本の主幹冠動脈の閉塞時における冠動脈間吻合発達の様相と機能を吻合供給血管
 の態度との関連において解明すべく,次の実験を行なった。
 実験方法:イヌを用い,一定部位で冠動脈左前下行枝,冠動脈左回旋枝,右冠動脈をそれぞれ単
 独に結紮した群(A群,B群,C群),および左前下行枝結i紮5週以降に左回旋枝結紮を加えた群
 (D群),右冠動脈結紮5遇以降に左前下行枝結紮を加えた群吏E群),右冠動脈結紮5週以降に
 左回旋枝結紮を加えた群(F群),左前下行枝と左回旋枝を同時に結紮した群(G群)に分け,生
 存例については5週後に冠循環諸量の面から,水素ガスクリアランス法による結紮動脈末梢領域の
 心筋局所血流量を測定してその回復程度を観察,また電磁流量計を用いて結紮動脈末梢領域におけ
 る心室表面直接誘導心電図でST偏位を出現ないし消失させる冠血流量の限界値を求め,これらを
 副行循環代償能の指標として検討し,さらに全例の摘出心の冠動脈造影を行なって冠動脈間吻合発
 達の程度および分布を追求,また組織学的にも検討を加えた。
 実験成績ならびに考按:G群は全例,結紮直後に心室細動を起して死亡し,他の群の死亡率は,
 D群69%,F群50%,B群50%,A群27%,E群22%,C群5%であった。各主幹冠動
 脈を結紮した際の心電図上の特徴は,左前下行枝および右冠動脈結紮時にはE,皿,VでのST
aF
 下降が主であり,左回旋枝結紮時にはこれとは対照的に同誘導の8丁上昇が主な所見であって,さ
 らにこの際には房室ブ・ツクあるいは房室解離などの刺激伝導障害や心室細動の発生率が前二者に
 くうべて高かった。
 各群の生存例の冠動脈造影では結紮部末梢は逆行性に完全に造影され,心筋横断切片の超軟レ線
 像でも血管網の欠損はほとんどみられず,豊富な冠動脈間吻合の発達を認めた。これを吻合の大き
 さ別にみると,内径200μ以上の太さの吻合の発達が著明であり,しかも500μ以上の吻合は
 すべて・200～500μの吻合もその大部分が,有意義な副血行路であると考えられる結紮動脈
 末梢領域に直接向かうものであった。
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 これら吻合をその供給源の面からみると,吻合の形成は主として,A群では結紮動脈末梢と左回
 旋枝との間に,B群では結紮動脈末梢は左前下行枝および結紮上部からの吻合に加えて右冠動脈と
 の吻合が多く,C群では結紮動脈末梢は主として左回旋枝,ついで左前下行枝との間に,D群では
 両結紮動脈末梢間に発達した吻合や各結紮上部からの分枝とその結紮動脈末梢との間の吻合に加え
 て,心室中隔枝および右冠動脈と,主として左回旋枝間に強力な吻合形成がみられ,E群では両結
 紮動脈末梢は心房枝を含む左回旋枝との間に,F群では右冠動脈結紮末梢は主として左回旋枝と,
 左回旋枝結紮末梢は左前下行枝および結紮上部との吻合に加えて心房枝や心室中隔枝との吻合がみ
 られ・これらがそれぞれ吻合供給源として重要な存在であることが示された。
 このように冠動脈間吻合は,閉塞された冠動脈の種類と部位に応じて,それぞれ適切な冠動脈を
 供給源として副血行路を形成することが示される。すなわち冠閉塞に際して冠動脈間吻合はそれを
 必要とする場所と必要とする時に応じて副血行路を形成する能ヵがあるといえる。なお左前下行枝
 と左回旋枝が同時に結紮されたG群ではこの相互の吻合は全く認められず,副血行路供給源の完全
 に絶たれた様相が示された。
 各結紮動脈末梢領域の心筋局所血流量は健常部のそれにほぼ近いレベルにまで回復しており,ま
 た各結紮動脈末梢領域における心室表面直接誘導心電図でST偏位を出現ないし消失させる冠血流
 量の限界値を求めてみると,単独結紮群,;重結紮群ともに100m2/左室1009/分に達せ
 ず,これら吻合が副血行路としての機能を十分に発揮し亡いることが推測された。組織学的に検討
 してみると,硬塞巣は各群とも各結紮動脈灌流域よかも小さく,この硬塞巣は結i紮動脈が異なって
 も,貫壁性,限局性を問わず心内膜側が主体であること,右冠動脈結i紮によって生ずる右室領域硬
 塞巣の修復の達れの目立つことおよび左回旋枝結紮による硬塞巣は心内膜下,特に後乳頭筋に限局
 していることが多く,一部では刺激伝導系に影響をおよぼす心室中隔後部まで波及しているが,そ
 の辺縁部のみならず硬塞巣内にも小動脈を含む血管増'生像が著明であることなどが特徴であって・1
 このことからもこれら細動脈を主体とした増生血管が副血行路として,またsubendocardial
 reservoirとして硬塞巣の縮小に重要な役割をはたしていると考えられた。
 結論:以上のことから冠閉塞後に発達する冠動脈間吻合は,適切な供給源の存在下に,一本の主
 幹冠動脈の閉塞に対してのみならず',閉塞の時期を異にすれば二本の主幹冠動脈の閉塞にも対応し
 うる有効な代償的副血行路を形成する能力があると結論される。.
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 審査結果の要旨
 臨床的に1本のみならず2本以上の主幹冠動脈の閉塞にも耐えて生存する例が認められ,それに
 は冠動脈間吻合の形成する畠1血行路が重要な役割を演じており,この際適切な吻合供給血管の存在
 が必要条件となると考えられる。
 著者はこの問題にっき実験的にイヌを用いて冠動脈左前下行枝,左回旋枝,右冠藪脈の単独結紮
 時,および左前下行枝結紮後に左回旋枝結紮を加えた場合,右冠動脈結紮後に左前下行枝結i紮を加
 えた場合,右冠動脈結紮後に左回旋枝結紮を加えた場合,左前下行枝と左回旋枝を同時に結紮した
 場合φ7群について・冠動脈間吻合肇達の態度および吻合供給源の問題を検討しに。
 すなわち,上記各群の生存例について水素ガスクリアランス法による結紮動脈末梢領域の血流回
 復程度を測定,また電磁流量計を用いて結紮動脈末梢領域における心室表面直接誘導心電図でST
 偏位を出現ないし消失させる冠血流量の限界値を求め,これらを副行循環代償能の指標として検討
 し,さらに全例の摘出心の冠動脈造影を行ない冠動脈間吻合発達の程度および分布を追求,また組
 織学的にも検討を加えたみ
 その結果.いずれの群でも結紮に耐えて生存した例は豊富な冠動脈間吻合の発達が認められ,冠
 動脈造影で結紮動脈末梢はこれらの吻合を通して逆行性に完全に造影された。これを吻合の大きさ
 別にみると内径200μ以上の吻合の発達が著明であり,しかも300μ以上の吻合はすべて結紮
 動脈末梢領域に直接向かうものであっ猫さらにこれら吻合をその供給源の面からみると,閉塞さ
 れた冠動脈の種類と部位に応じてそれぞれ適切な冠動脈を供給源として副血行路を形成することが
 示された。
 すなわち,冠閉塞に際して冠動脈問吻合はそれを必要とする場所と必要とする時に応じて副血行
 路を形成する能力のあることが示され編また冠循環諸量の面からみてもこれら吻合が副血行路と
 しての代償機能を十分に発揮していることがうかがわれた。組織学的に検討すると硬塞巣は各例と
 も心内腹側が主体であってその結紮動脈灌流域よりは小さく,特に左回旋枝結紮時には硬塞巣内に
 も小動脈を含む血管増生像が著明であって,このことからも冠動脈間吻合発達による副血行路が硬
 塞巣の修復,縮小に重要な役割をはたしていると考えられた。
 以上のように本論文は冠閉塞後に発達する冠動脈間吻合は,適切な吻合供給源の存在下に,1本
 の主幹冠動脈の閉塞に対してのみならず,閉塞の時期を異にすれば2本の主幹冠動脈の閉塞にも対
 応しうる有効な代償的副血行路を形成する能力があることを実験的に明らかにしてい.充分学位授
 与に値すると認めた。
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